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１．研究計画の概要 
 (1)岩手県東磐井郡を主な研究対象として、

中近世移行期の鉱山開発が、列島レベルは
もちろん、鉱山を抱える村、それをとりま
く周辺の地域社会において、鉱山開発がど
のような社会的影響を与えたかを検討し
ている。特に、開発・運営における出資者
の実態、労働者の確保と移動、労働者にと
っての鉱山の位置づけ、村にとっての鉱山
の意義、鉱山と地域社会の関係性、に注目
して考察を加えている。 

 (2)具体的作業としては、関連史料（鈴木家
文書・畠山家文書・及川家文書等）を中心
に、史料の整理、目録作成、翻刻作業を進
め、聞き取り調査の成果とあわせて、実態
分析を進める。 

 
２．研究の進捗状況 
 (1)平成 18 年度は、まずは各家の伝来史料

の現在の状況について把握する調査を実
施した。それにより、各家の伝来史料は、
及川家文書（東北歴史博物館寄託）以外は
未整理の状態であることが判明した。その
ため、平成 18 年度は取り上げる史料を絞
る作業を行い、重要と思われる史料につい
て、史料の整理・撮影に多くの時間と経費
を費やすこととし、一関市東山町の鈴木家
文書の整理、撮影、目録作成を行った。 
(2)平成 19 年度は、引き続き、鈴木家文書
の目録作成を行うとともに、一関市室根町
の畠山家文書の整理、撮影を行った。同町
津谷川地域については、聞き取り調査も実
施し、村の構造を知る手がかりを収集した。
東北歴史博物館に寄託されている及川家
文書についても、撮影・調査を実施した。

また、隣接する気仙地方の産金遺跡を研究
する地元の研究会と連携し、産金遺跡を巡
見する調査を行い、従来の研究では見落と
されてきた産金遺跡の実態について説明
を受けた。同様の遺跡は東磐井郡でも散見
され、本研究においても、同研究会の研究
成果を報告時に活かすことができると考
える。 
(3)平成 20 年度は、特に本研究で有用と思
われる畠山家文書の近世初期史料を翻刻
し、写真を整理する作業に重点を置いた。
写真の整理と翻刻作業はほぼ終了し、連携
研究者・協力者とともに内容の分析を開始
した。適宜、研究会を実施して、その成果
について話し合いを行っている。また、秋
田県の院内銀山の巡見を行い、同時期の他
地域における鉱山との比較史も進めるこ
とができた。 

 
３．現在までの達成度 
  おおむね順調に進んでいる。当初の計画
では、一関市千厩町の白石家文書を中心に
研究を進める予定であった。だが、同家の
史料を一関市で整理に入ることになり、今
回は同家文書の使用を見送った。他家の史
料も全くの未整理だったため、資料整理に
多くの時間を要したが、畠山家文書を翻刻
することにより、独自の成果を示せる目途
が立った。 

 
４．今後の研究の推進方策 
  畠山家文書の目録を作成するとともに、
引き続き鈴木家文書の目録作成と、近世初
期史料の翻刻作業を行う。両史料の分析を
進め、連携研究者・協力者各自に与えられ
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たテーマに沿った研究を進める。その際、
一関市室根町津谷川地域の再調査が必要
になることと思われる。そこで、できるだ
け早い時期に再調査を行い、報告書作成の
準備を行う予定である。 

 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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